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  This paper investigates the methods and characteristics 
of the WAT_Montréal: an international workshop on 
landscape and environmental design officially recognized by 
UNESCO, held in November 2011.   
  WAT has been held almost every year since 2003.  The 
eighth edition in Montréal was effectively managed and 
three factors of success have been observed: 1) cooperation 
with local municipalities, 2) application of experiences from 
former WATs, and 3) provision of information on the 
internet.  Through the interviews to the professors of the 
workshop, we also found that several points are recognized 
in common to be the significances of the WAT: promotion of 
cultural exchange, revision of the city's value and problems 
from outside view, extension of the network among the 
individuals and universities, improvement of the pedagogic 
methods utilizing the experiences, development of new 
international educational programs, etc. 
  We aim to develop new educational programs in the 
future, through application of the knowledge acquired in 
the WAT, and through extension of our networks among the 
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1	 研究の背景と目的 
	 本研究では、2011 年 11 月にモントリオールで開催
された、ユネスコによる景観と環境デザインに関する







































3	 WAT_Montréal 2011のテーマと開催概要 
	 2011 年の WAT は、CUPEUM の所在地であるモント
リオール市において、2011 年 11 月 21 日から 12 月 2 日
までの 12日間、8カ国 12大学の参加を得て開催された。
日本からの参加大学は、本学、神戸大学、明治大学の 3













施されたことである。"YUL-MTL: Moving landscapes 
international ideas competition"と名付けられたこのア
表 1	 WAT開催状況一覧表 
開催年 開催都市 開催国 開催期間 参加国 参加大学数 参加学生数
2004 Marrakesh モロッコ 11月25日~12月4日（10日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ 8 45
2005 Saïda レバノン 11月17日~11月26日（10日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ 5 37
2006 Mahdia チュニジア 11月16日~11月25日（10日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ、チュニジア 7 38
2007 Ganghwa 韓国 11月6日~11月15日（10日間） カナダ、イタリア、レバノン、チュニジア、韓国 8 48
2008 Jinze（Qingpu-上海） 中国 10月20日~10月30日（11日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ、チュニジア、韓国、中国、シリア 9 46
2009 神戸 日本 11月9日~11月20日（12日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ、チュニジア、中国、シリア、日本 11 47
2011 Montréal カナダ 11月21日~12月2日（12日間） カナダ、イタリア、レバノン、モロッコ、チュニジア、中国、シリア、日本 12 48


















名ずつ 12 組のチームに分けられ、6 つの小エリアのそれ
ぞれに対して、2組のチームが提案を競い合うこととされ















写真 1	 雪の中での現地見学会 
 
表 2	 主な行事日程と開催場所 
 

















日付 時間 内容 場所




〃 17:00-17:45 開会式 会議場








11月26日 13:00-17:00 中間発表会 会議場上階のスタジオ








〃 20:00-22:00 参加者パーティ モントリオール大学

















	 このような WAT の意義を、各国から集まった教員は、
どのようにとらえているのだろうか。これについて調べる


















































1）Management of Social Transformations の略。 
2）la Chaire UNESCO en paysage et environnement 
de l’Université de Montréal 







5) 6 つの小エリアを 2 組ずつの学生チームが担当し、2
人の教員が両チームの指導に当たるというこの方式は、
WAT_Kobeで最初に採用されて今回も踏襲された。 
6) Hôtel Travelodge Montréal Centre 
7) Palais des congrès de Montréal 
